
アンケート調査及びヒアリング調査の概要 

 

１ 調査の目的 

本市では、次期計画である「蓮田市高齢者福祉計画２０２７・第１０期介護保険事業計画・認知

症施策推進計画（令和９年度～１１年度）」の策定にあたっての基礎資料とするため、アンケート

調査及びヒアリング調査を実施します。 

アンケート調査は、①65歳以上の市民を対象とした「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」、

②要介護認定を受けている方を対象とした「在宅介護実態調査」、③介護保険サービス提供事

業所調査、④居宅介護支援事業所調査の４種の調査を実施します。また、今回新たに、⑤認知

症当事者（インタビュー形式）、⑥認知症の方の家族（座談会方式）、のそれぞれからヒアリング

調査を行います。 

 

２ 実施概要 

（１）アンケート調査 

調査区分 対象 調査趣旨 

①介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

令和７年１１月１日時点での蓮田

市在住の６５歳以上の方（要支

援１・２の方含む） 

高齢者の生活状況、社会参加状

況、福祉サービス及び介護保険

制度、市に対するご意見等をお

聴きし、計画策定の基礎資料と

して活用。 

②在宅介護実態調査 

本市に在住の６５歳以上の方

で、要支援１・２又は要介護１～

５の認定を受けており、在宅で

生活されている方 

高齢者及び介護者の生活状況、

福祉サービス及び介護保険制

度や市に対するご意見等をお聴

きし、計画策定の基礎資料とし

て活用。 

③介護保険サービス

提供事業所調査 

本市にあるすべての介護保険サ

ービス提供事業所 
事業所の運営状況や市に対す

るご意見等をお聴きし、計画策

定の基礎資料として活用。 
④居宅介護支援事業

所調査 

本市に給付実績のある県内の

すべての居宅介護支援事業所 

 

（２）ヒアリング調査 

調査区分 対象 調査趣旨 

⑤認知症当事者 
認知症当事者（各地域包括支援

センターが選定） 

認知症の方や家族の生活課題

や負担・困りごとを直接お聴き

し、計画策定の基礎資料として

活用。 
⑥認知症の方の家族 

認知症の方の家族（「家族のつ

どい」参加者） 

 

 

 

 

資料１ 



３ 調査期間と方法 

（１）アンケート調査 

調査区分 件数 調査期間 調査方法 

①介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

２，０００件 

（無作為抽出） 

令和７年 12月１日（月） 

～１２月２２日（月） 

郵送配付・ＷＥＢま

たは郵送回収 

②在宅介護実態調査 約１，９００件 

③介護保険サービス提

供事業所調査 
約４０件 

④居宅介護支援事業所

調査 
約１００件 

 

（２）ヒアリング調査 

調査区分 件数 調査期間 調査方法 

⑤認知症当事者 
７件 

（Ｒ７．１０時点） 
令和７年１１月～１２月 

自宅等で、担当の地域

包括支援センター職員

が個別にインタビュー 

⑥認知症の方の家族 約１０件 令和７年１２月２４日（水） 

「家族のつどい」のテ

ーマとして座談会方式

で聞き取り 

 

 

 

 

［参考］計画期間及び策定スケジュール 

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 
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策定委員会 
 

計画策定 

パブリックコメント 

（R9.1 月予定） 

   

 

第8期計画 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

第9期計画 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

 

評価・次期計画策定期間 

第 10期計画 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

 

認知症施策推進計画 

 


